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年月 商品Ａ 商品 B 商品 C 商品 D 
2009.11 550 350 200 100 
2009.12 480 350 300 120 

























































































図表 7_b (6)より、単純集計されたデータのグラフ化（京都大学） 
 
 










6個 , 0人 , 0％
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回答者が約半数である。２個以上の正解者はＢ大学でやや大きい比率を示している。両大学ともク
ロス集計の場合より正解が多いとはいえよう。
５　考察
　本章では，前章で述べたアンケート調査結果を踏まえて考察する。
　まず，（１）〜（３）の結果より，基本３グラフについての知識や作成経験が相対的に高いこ
とが分かる。基本３グラフは日本の全児童が初等教育課程において学び，その後も繰り返し習う
ことが文部科学省の学習指導要領において規定されている。５）帯グラフがそれに続いているが，
これも小学校高学年で学習することが規定されている。
　その一方で，「ヒストグラム，度数折れ線，度数曲線，累積度数折れ線，累積度数曲線」とい
ったグラフに関する知識の低さ（図表３参照）とグラフ作成経験のなさ（図表４，５参照）から，
アンケート対象者の，度数分布についての知識と経験の低さ・浅さが推察される。これらは高
校の種別・専攻によっては数学において専門用語とともに習得することが規定されているのだが，
学生の学びが不十分であると推察される。６）
　（４）の結果より，Excel で作成するグラフは，PC 上でいくつかの手順を踏んで体裁を整えて
初めて人に見せられるものになりうるのだが，そのためのスキルを習得する機会を多くの大学生
が逸してきたことがうかがえる。中学または高校で情報科目及びその関連科目　（技術家庭など）
を学んできたとする学生は少なくない。何らかの理由により，表計算ソフトの扱いについて，十
分には学んでいないものと推察される。７）
　（５）（６）より，データからふさわしいグラフを選択するスキルが現役大学生にあまり備わっ
ていないことが推察される。大学で学ぶ専門科目を含む多くの課程の履修や，多くの分野におい
て卒業研究に向かって身につけるべき調査研究スキル習得の前提となるグラフ作成スキルが現役
大学生に欠如しているといえよう。
６　結論
　以上より，グラフが氾濫しグラフの読み書き能力が必須の現代社会において，現役大学生のも
つグラフ作成スキルはやはり低いのではないか，つまり，日本の15歳の少年少女が PISA で弱い
と判定されたグラフ作成スキルをめぐり（第２章参照），現役大学生においても同様の傾向があ
りそうだという現状が指摘されうる。第２章で述べた2005年の統計教育推進への提言が，まだ
十分に生かされていないことの証左かもしれない。狭い範囲の不十分なサンプルではあるが，出
身高校のバラエティや入試の難易度の差によらず，類似の傾向が観察されたことを看過すべきで
はないだろう。
　次に，本研究をめぐる今後の課題として第１にサンプルの拡充が挙げられる。なぜならば，本
研究では非常に狭い範囲内の不十分なサンプルのみで考察しているため，上記の結論は日本の現
役大学生のもつ一般的傾向を表すとは限らない。よって，調査の範囲を広げ，できれば全国規模
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にまで拡大するのが理想的であろう。その上でより精度の高い分析を行い，考察を深めることが
可能になる。第２に，より正確な結果を得るためにアンケート内容の再検討と改定も必要となろう。
　以上である。
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